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授業計画
【第14回】

国家試験予想問題B(旅行実務の部:観光地理)の回答・解説、その範囲から確認小テストをします。

授業計画
【第8回】

熊本県・大分県の観光資源(観光名所・祭り・年中行事・民謡・温泉・神社仏閣・史跡・城・自然・名物料理・特産品等)について学
びます。

授業計画
【第11回】

国家試験予想問題A(旅行実務の部:観光地理)  の問題を解きます。

国家試験予想問題B(旅行実務の部:観光地理)  の問題を解きます。

授業計画
【第4回】

山口県・徳島県の観光資源(観光名所・祭り・年中行事・民謡・温泉・神社仏閣・史跡・城・自然・名物料理・特産品等)について学
びます。

授業計画
【第5回】

香川県・愛媛県の観光資源(観光名所・祭り・年中行事・民謡・温泉・神社仏閣・史跡・城・自然・名物料理・特産品等)について学
びます。

授業計画
【第6回】

高知県・福岡県の観光資源(観光名所・祭り・年中行事・民謡・温泉・神社仏閣・史跡・城・自然・名物料理・特産品等)について学
びます。

授業計画
【第9回】

宮崎県・鹿児島県の観光資源(観光名所・祭り・年中行事・民謡・温泉・神社仏閣・史跡・城・自然・名物料理・特産品等)について
学びます。

授業計画
【第10回】

沖縄県の観光資源(観光名所・祭り・年中行事・民謡・温泉・神社仏閣・史跡・城・自然・名物料理・特産品等)について学びます。

授業計画
【第7回】

佐賀県・長崎県の観光資源(観光名所・祭り・年中行事・民謡・温泉・神社仏閣・史跡・城・自然・名物料理・特産品等)について学
びます。

授業計画
【第2回】

鳥取県・島根県の観光資源(観光名所・祭り・年中行事・民謡・温泉・神社仏閣・史跡・城・自然・名物料理・特産品等)について学
びます。

授業の進め方
と方法

配布された「国内観光地理サブノート」を事前に学習し授業に参加する。授業は解答解説を中心にその地域の観光名所・特産品・名
物料理等を紹介し知識を深めていきます。授業の中で随時、学生に質問する参加型の授業を行う。

授業計画
【第3回】

岡山県・広島県の観光資源(観光名所・祭り・年中行事・民謡・温泉・神社仏閣・史跡・城・自然・名物料理・特産品等)について学
びます。

この科目は1年次後期(観光地理Ⅰ)の続きを学修します。2年次前期二部として西日本・関西・四国・九州・沖縄の観光資源について
学修します。内容としては、1年次同様、日本国内に点在する観光資源(観光名所・祭り・年中行事・民謡・温泉・神社仏閣・史跡・
城・自然・名物料理・特産品　等々)を「都道府県別」に学修していきます。さらに、国家試験(国内旅行業務取扱管理者)の観光地
理の出題予想問題を学修します。

アクティブ
ラーニング

関連する科目 観光地理Ⅰ

授業計画
【第1回】

奈良県・和歌山県の観光資源(観光名所・祭り・年中行事・民謡・温泉・神社仏閣・史跡・城・自然・名物料理・特産品等)について
学びます。

Minami　Kyushu　University　Junior　college　Syllabus
シラバス年度 2024年度 開講キャンパス 宮崎キャンパス 開設学科 国際教養学科

授業計画
【第12回】

国家試験予想問題A(旅行実務の部:観光地理)の回答・解説、その範囲から確認小テストをします。

授業計画
【第13回】

科目名称

科目コード

観光地理Ⅱ 授業形態 講義

590054 2単位 配当学年 実務経験教員

担当教員名 林　欣也

授業概要



授業で学んだ内容を振り返り、要点を整理してください(1時間程度)

①日本の観光地について知り、観光地・名物料理・特産品等が説明できることを目標とする。【知識・理解】
②国内旅行業務取扱管理者の国家試験に必要な観光地理の理解度を高め、国家資格取得を目指し合格することを目標とする。【知
識・理解】

学修成果との関連 3.現代社会に関する基本的知識を有する。

国内観光サブノートを事前に仕上げて参加する(1時間程度)

備考

評価方法・基準

理解度確認小テスト70点、最終確認小テスト30点。

テキスト 『国内観光地理サブノート』『2024年度版』『発行: JTB総合研究所』

参考書 必要に応じて図書、資料を紹介する。

授業時間外学習【予
習】

授業時間外学習【復
習】

授業の到達目標

課題に対する
フィードバック

小テストの採点結果等の解答解説については返却後の授業にて行います。

授業計画
【第15回】

観光地理ポイントプリントを配布しますので、そのプリントに沿って振り返りを行います。


